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令
和
６
年
１
月
１
日
午
後
４
時
22
分
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、

同
日
石
川
県
富
山
県
か
ら
災
害
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
翌
日
２
日
、

陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
を
長
と
す
る
統
合
任
務
部
隊
（
陸
海

空
）
を
編
成
。
人
命
救
助
、
道
路
復
旧
、
衛
生
支
援
、
生
活
物
資
の

輸
送
、
給
水
、
給
食
、
入
浴
支
援
を
行
っ
た
。
な
お
１
月
９
日
以
降

予
備
自
衛
官
も
投
入
し
、
延
べ
約
１
万
人
に
よ
る
災
害
派
遣
活
動
。

能
登
半
島
地
震
と
自
衛
隊

 

※
輪
島
市
鴻
巣
地
区
に
通
じ
る
国
道
２
４
９
号
線
は
寸
断
、

集
落
は
長
き
に
わ
た
っ
て
孤
立
し
た
。
そ
こ
へ
金
沢
港
で
海

上
自
衛
隊
の
輸
送
艦「
お
お
す
み
」に
積
み
込
ん
だ
重
機
や
車

両
を
L
C
A
C
（
エ
ア
ー・
ク
ッ
シ
ョ
ン
艇
）で
揚
陸
さ
せ
る
。

※珠洲市緑丘中学校グラウンド珠洲市から重病者を設備が整っ
た金沢市の病院まで移送するは航空自衛隊のCH-47ヘリ。消防
隊員により収容された８人がこの日無事金沢市まで運ばれた。

※
市
街
地
に
通
じ
る
国
道
２
４
９
号
線
は
地
震
に
よ
り
川
に
崩
落
、
周
辺
の
集

落
は
こ
と
ご
と
く
孤
立
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
第
35
普
通
科
連
隊
の
隊

員
た
ち
が
土
砂
と
瓦
礫
を
乗
り
越
え
、
歩
行
困
難
な
高
齢
者
や
傷
病
者
は
担
架

に
の
せ
た
ま
ま
山
を
越
え
て
住
民
を
避
難
さ
せ
て
き
た
。

�

※
印
写
真
と
文
章
は
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
宮
嶋
茂
樹
氏
提
供
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「
祖
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
」

は
、
人
間
愛
の
体
系
の
な
か
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
最
も
崇
高
な

行
為
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
、「
古

代
ロ
ー
マ
」
と
「
明
治
の
日
本
」

に
お
い
て
、
明
確
に
次
の
通
り

権
威
あ
る
も
の
と
し
て
宣
言
さ

れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
の
指
導
者
で
政
治
家

マ
ル
ク
ス
・
キ
ケ
ロ
（
紀
元
前

一
〇
六
～
四
三
年
）
は
言
っ
た
。

　
「
我
々
は
、
父
母
へ
の
愛
、
兄

弟
へ
の
愛
、
友
へ
の
愛
の
大
切

さ
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
総
て
の
人
間
愛
の
な
か

で
、
最
も
大
き
な
愛
は
、
祖
国

へ
の
愛
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
に
危

機
が
迫
っ
た
時
、
ロ
ー
マ
の
た

め
に
命
を
捧
げ
よ
う
と
思
わ
な

い
ロ
ー
マ
市
民
は
、
一
人
も
い

な
い
で
あ
ろ
う
。」

　

明
治
天
皇
は
、
明
治
二
十
三

年
十
月
三
十
日
、
教
育
勅
語
で

我
ら
臣
民
に
言
わ
れ
た
。

　
「
爾
臣
民
、
父
母
ニ
孝
ニ
、
兄

弟
ニ
友
ニ
、
夫
婦
相
和
シ
、
朋

友
相
信
シ
、
恭
倹
己
ヲ
持
シ
、

博
愛
衆
ニ
及
ホ
シ
、
学
ヲ
修
メ

業
ヲ
習
ヒ
、
以
テ
智
能
ヲ
啓
発

シ
、
徳
器
ヲ
成
就
シ
、
進
テ
公

益
ヲ
廣
メ
、
世
務
ヲ
開
キ
、
常

ニ
國
憲
ヲ
重
シ
、
國
法
ニ
遵
ヒ
、

一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉

シ
、
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ

扶
翼
ス
ヘ
シ
。
是
ノ
如
キ
ハ
獨

リ
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
、
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺

風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
。」

　

こ
の
古
代
ロ
ー
マ
の
キ
ケ
ロ

と
明
治
の
教
育
勅
語
は
、「
祖
国

を
守
る
と
い
う
行
為
」
を
二
千

年
の
時
空
を
越
え
て
、
期
せ
ず

し
て
共
に
人
間
愛
の
な
か
の
最

も
大
切
な
行
為
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
、

「
祖
国
を
守
る
と
い
う
行
為
」
が
、

時
代
が
い
く
ら
変
わ
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
人
間
存
在
の
普
遍
的

で
根
源
的
な
価
値
あ
る
行
為
で

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

こ
と
、
ロ
ー
マ
は
亡
び
た
の
で
、

我
が
日
本
の
み
が
、
太
古
と
現

在
の
同
じ
日
本
臣
民
・
国
民
の

姿
を
振
り
返
っ
て
確
認
で
き
る
。

よ
っ
て
、
次
の
萬
葉
集
の
歌
を

観
た
い
。
天
平
感
宝
元
年
（
西

暦
七
四
九
年
）、
大
伴
家
持
は
次

の
長
歌
を
詠
ん
だ
。

　

大
伴
の
遠
つ
神か

む

親お
や

の　

そ
の

名
を
ば
大お

ほ

く

め

来
目
主ぬ

し

と
負
い
持
ち

て　

仕
え
し
官つ

か
さ　

海
ゆ
か
ば
水み

浸ず

く
屍か

ば
ね　

山
行
か
ば
草
生む

す

屍　

大
君
の　

辺
に
こ
そ
死
な

め　

顧
み
は
せ
じ
と
言こ

と

た立
て　

丈ま
す
ら
を夫
の
清
き
そ
の
名
を　

古
い
に
し
え

よ

今
の
現を

つ
つ

に
流
さ
へ
る
祖お

や

の
子こ

等ど
も

そ

　

こ
の
歌
を
我
ら
日
本
人
は
、

一
千
二
百
年
後
の
二
十
世
紀
、

大
東
亜
の
戦
場
に
赴
く
時
に
も

歌
い
続
け
た
の
だ
。
次
は
招
集

さ
れ
て
東
国
か
ら
北
九
州
・
対

馬
に
向
か
う
防
人
の
歌
で
あ
る
。

そ
の
心
情
、
二
十
世
紀
の
出
征

す
る
兵
士
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

　

大
君
の
命

み
こ
と

畏か
し
こ

み
磯
に
触ふ

り
海

原
渡
る
父
母
を
置
き
て

　

霰
あ
ら
れ

降
り
鹿
島
の
神
を
祈
り
つ

つ
皇

す
め
ら

御み

く

さ

軍
士
に
我
は
来
に
し
を

　

今
日
よ
り
は
か
へ
り
見
な
く

て
大
君
の
醜し

こ

の
御み

た

て楯
と
出
で
立

つ
我
は

　

次
ぎ
に
、
歴
史
を
振
り
返
り
、

日
本
を
侵
略
し
攻
撃
し
よ
う
と
し

た
蒙
古
、
キ
リ
シ
タ
ン
伴
天
連
、

ロ
シ
ア
そ
し
て
現
に
敵
対
す
る
中

共
人
が
、
日
本
人
を
如
何
に
観
た

か
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

文
永
十
年
（
一
二
七
三
年
）、

以
前
日
本
に
二
ヶ
月
滞
在
し
た

蒙
古
帝
国
の
フ
ビ
ラ
イ
の
使
者

趙
良
弼
が
、
再
び
太
宰
府
に
や
っ

て
き
た
が
、
我
が
國
は
追
い
返

し
た
。
帰
国
し
て
フ
ビ
ラ
イ
か

ら
日
本
を
討
つ
べ
き
か
ど
う
か

聞
か
れ
た
趙
は
「
撃
つ
勿
れ
」

と
答
え
、
次
の
よ
う
に
そ
の
理

由
を
述
べ
た
。

　
「
日
本
人
は
、
狼
の
如
く
勇
ま

し
く
、
人
を
殺
す
の
が
好
き
で

す
。
礼
儀
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
上
、
国
土
は
山
や
川
ば
か
り

が
多
く
農
地
や
桑
畑
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
兵

す
る
の
は
、
有
用
な
人
間
で
底

な
し
の
谷
を
埋
め
る
よ
う
な
も

の
で
す
。
日
本
を
攻
撃
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。」

　

蒙
古
の
三
百
年
後
に
来
日
し

た
キ
リ
シ
タ
ン
伴
天
連
は
、
本

国
の
法
皇
や
皇
帝
に
次
の
通
り

報
告
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
、

彼
ら
伴
天
連
が
驚
い
た
の
は
、

日
本
で
は
町
角
に
立
て
ら
れ
た

立
て
札
の
下
に
大
勢
の
一
般
人

が
集
ま
っ
て
立
て
札
を
読
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

一
般
人
が
文
字
を
読
め
る
国
が

あ
る
こ
と
を
日
本
に
来
て
始
め

て
知
っ
た
の
だ
。

　
「
日
本
人
は
勇
敢
で
常
に
軍
事

訓
練
を
し
て
い
る
の
で
侵
略
が

可
能
な
国
土
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皇
帝
の
領
土
と
な
る
べ
き
と
こ

ろ
は
日
本
で
は
な
く
支
那
大
陸

で
す
。」

　

日
露
戦
争
の
黒
溝
台
の
激
闘

（
明
治
三
八
年
一
月
）
で
、
十
倍

の
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
を
受
け
た

第
八
師
団
（
弘
前
）
は
、
崩
壊

の
危
機
に
陥
り
、
一
兵
残
ら
ず

死
に
物
狂
い
の
戦
い
を
遂
行
し

た
。
こ
の
日
本
軍
兵
士
の
攻
撃

を
受
け
た
ロ
シ
ア
軍
は
「
日
本

軍
兵
士
は
狼
の
よ
う
に
凶
暴
だ
」

と
報
告
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一

年
）
三
月
十
七
日
、
陸
上
自
衛

隊
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
金

丸
章
彦
団
長
）
の
二
機
の
双
発

ヘ
リ
C
H
４
７
チ
ヌ
ー
ク
は
、

千
葉
を
飛
び
立
っ
て
午
前
九
時

四
十
分
か
ら
十
時
の
間
に
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
て
放
射
性
物
質
を
放
出
し
続

け
る
福
島
第
一
原
発
の
原
子
炉

建
屋
の
上
空
に
ホ
バ
リ
ン
グ
し

て
約
三
十
ト
ン
の
水
を
灼
熱
の

原
子
炉
に
落
と
し
た
。
こ
の
作

戦
を
事
前
に
知
っ
た
ア
メ
リ
カ

軍
将
官
は
、
自
衛
隊
幹
部
に
「
人

の
命
を
何
と
も
思
わ
な
い
よ
う

な
作
戦
は
す
る
な
」
と
言
っ
た
。

　

さ
ら
に
作
戦
終
了
後
、
中
共

軍
将
官
は
言
っ
た
。「
日
本
人
は

戦
前
戦
後
、
全
く
変
わ
っ
て
い

な
い
。
簡
単
に
命
を
か
け
る
。

も
し
日
本
に
向
け
て
核
弾
頭
ミ

サ
イ
ル
の
発
射
準
備
を
す
れ
ば
、

日
本
人
は
確
実
に
ジ
ェ
ッ
ト
戦

闘
機
に
爆
弾
を
満
載
し
て
ミ
サ

イ
ル
に
突
っ
込
ん
で
く
る
だ
ろ

う
」
と
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
は
、
津
波
に
よ
る
人
命
喪

失
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
な

か
で
、
多
く
の
人
々
が
、
取
り

残
さ
れ
た
人
を
救
出
す
る
為
に
、

巨
大
な
津
波
の
壁
に
向
か
っ
て

走
っ
て
行
く
警
察
官
の
姿
を
見

て
い
る
。
次
の
瞬
間
、
姿
を
没

し
た
こ
の
警
察
官
は
無
名
の
勇

者
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
万
古
か
ら
変

わ
ら
ぬ
日
本
国
民
に
対
し
て
「
戦

後
日
本
」
は
、
立
法
・
司
法
・

行
政
と
い
う
三
権
の
他
に
国
家

で
あ
れ
ば
厳
然
と
存
在
す
べ
き

国
家
の
誕
生
と
存
立
に
不
可
欠

な「
国
軍
」を
欠
落
さ
せ
て
い
る
。

従
っ
て
、
本
年
一
月
に
亡
く
な
っ

た
田
久
保
忠
衛
氏
は
昨
年
末
の

小
堀
桂
一
郎
氏
と
の
最
後
の
対

談
で
「
国
を
守
る
軍
隊
が
な
い

状
態
で
日
本
の
国
益
、
つ
ま
り

日
本
の
幸
福
を
守
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
言
い
切
ら
れ
た
（
致

知
２
０
２
３ 

11
）。

　

よ
っ
て
、
最
後
に
、
日
本
と
日

本
国
民
の
幸
福
と
未
来
を
確
保
す

る
た
め
の
国
軍
を
保
持
す
る
国
家

体
制
を
如
何
に
し
て
建
設
す
る
の

か
を
語
る
。
そ
れ
は
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
が
「
ゴ
ル
デ
ィ
ア
ス
の
結
び

目
」
を
斬
る
が
如
く
単
純
明
快
で

簡
単
で
あ
る
。

　

即
ち
、
ま
ず
我
が
國
が
国
軍

を
保
持
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

る
「
日
本
国
憲
法
と
題
す
る
文

書
」
を
廃
棄
す
る
こ
と
だ
。
断

じ
て
「
改
正
」
で
は
な
い
。「
無

効
な
文
書
」
を
「
改
正
」
で
き

な
い
。「
廃
棄
」
し
か
な
い
の
だ
。

　

我
が
國
が
昭
和
二
十
年
九
月

二
日
に
署
名
し
た
「
降
伏
文
書
」

と
同
二
六
年
九
月
八
日
に
署
名
し

同
二
七
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し

た
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
」
は
、
世
界
が
知
っ
て
い
る
。

こ
の
二
文
書
に
よ
れ
ば
、
同
二
十

年
九
月
二
日
か
ら
同
二
七
年
四
月

二
七
日
ま
で
の
間
、
我
が
國
は
連

合
国
に
占
領
さ
れ
て
い
て
国
家
主

権
が
剥
奪
さ
れ
て
い
た
。
国
家
主

権
が
無
い
時
に
「
憲
法
」
は
制
定

で
き
な
い
。
よ
っ
て
我
が
國
に
国

家
主
権
が
無
い
時
に
公
布
さ
れ
て

施
行
さ
れ
た
「
日
本
国
憲
法
と
題

す
る
文
書
」は
無
効
で
あ
る
。従
っ

て
、
何
憚
る
こ
と
な
く
一
刻
も
速

く
「
自
衛
隊
」
を
「
国
軍
」
に
変

革
・
再
編
す
る
国
民
の
政
治
決
断

を
促
す
国
民
運
動
を
興
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。（
著
書
「
日
本
民
族

の
叙
事
詩
」
に
詳
述
）

西
村
真
悟
氏
略
歴

昭
和
23
年
大
阪
府
堺
市
生
ま

れ
、
京
都
大
学
法
学
部
卒
、

平
成
５
年
衆
議
院
初
当
選
、

当
選
６
回
、
防
衛
政
務
次
官
、

衆
議
院
懲
罰
委
員
長
、
災
害

特
別
委
員
長
拉
致
議
連
幹
事

長
な
ど
歴
任
。

著
書
に
「
亡
国
か
再
生
か
」「
海

洋
ア
ジ
ア
の
日
出
づ
る
国
」「
国

家
の
覚
醒
」「
日
本
民
族
の
叙

事
詩 

祖
国
を
形
づ
く
る
も
の
」

（
以
上
展
転
社
）

大
阪
防
衛
協
会
創
立
60
周
年

「
３
８
豪
雪
災
害
派
遣
」
と

大
阪
防
衛
協
会
の
設
立
の
経
緯

◯
「
３
８
豪
雪
」
と
自
衛
隊

　

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）

12
月
末
か
ら
１
９
６
３
年
２
月

中
頃
ま
で
、
北
陸
を
中
心
に
東

北
か
ら
九
州
に
か
け
て
広
い
範

囲
で
降
雪
が
続
い
て
い
た
。
積

雪
は
北
陸
地
方
で
４
ｍ
を
超
え

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
鉄
道
は
止

ま
り
、
道
路
も
除
雪
が
追
い
つ

か
ず
、
孤
立
す
る
集
落
も
出
て

い
た
。
ま
た
、
積
雪
に
よ
る
住

宅
の
倒
壊
被
害
も
相
次
い
で
い

た
。
２
月
18
日
に
災
害
対
策
本

部
が
ま
と
め
た
報
告
に
よ
る
と
、

豪
雪
に
よ
る
死
者
は
１
５
６
人
、

行
方
不
明
者
は
９
人
で
、
鉄
道
、

道
路
の
除
雪
に
要
し
た
人
員
は

60
万
人
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
は

１
月
18
日
か
ら
２
月
20
日
ま
で

の
間
、
第
10
師
団
、
12
師
団
を

先
発
派
遣
し
た
の
に
続
い
て
第

１
、
３
、
13
師
団
や
北
部
方
面

隊
の
雪
上
車
部
隊
ま
で
投
入
し

て
大
規
模
な
復
旧
作
業
に
従
事

し
た
。
出
動
人
員
は
計
７
万
５

千
人
に
上
り
、
雪
害
で
は
過
去

最
大
規
模
と
な
っ
た
。
救
援
活

動
は
、
の
ち
に
「
３
８
豪
雪
災

害
派
遣
」
と
名
付
け
ら
れ
る
な

ど
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
歴
史

に
残
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

◯
「
３
８
豪
雪
災
害
派
遣
」
を
め

ぐ
る
自
衛
隊
へ
の
否
定
的
な
報
道

　

当
時
の
新
聞
は
、
自
衛
隊
に

よ
る
「
３
８
豪
雪
災
害
派
遣
」

に
つ
い
て
、
全
体
的
に
は
肯
定

的
に
報
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、

38
年
３
月
24
日
の
『
朝
日
新
聞
』

「
豪
雪
と
自
衛
隊
」
と
い
う
記
事

で
は
、「
こ
ん
ど
の
豪
雪
で
自
衛

隊
の
目
ざ
ま
し
い
活
動
は
す
で

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
伝

え
た
上
で
、
三
条
市
の
助
役
と

長
岡
市
の
建
設
部
長
の
「
自
衛

隊
が
行
く
と
皆
が
安
心
す
る
」

と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
紹
介
し

て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、「『
自

衛
隊
は
災
害
派
遣
の
場
合
、
国

鉄
や
一
級
国
道
な
ど
派
手
な
場

所
に
行
き
た
が
る
。
現
場
の
え

り
好
み
を
す
る
傾
き
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
』
と
か
『
私
鉄
の

除
雪
に
出
動
が
遅
か
っ
た
』
等

と
の
不
満
の
声
も
一
部
に
は

あ
っ
た
」
と
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
自
衛
隊
に
対

し
て
「
感
謝
ど
こ
ろ
か
当
時
の

新
聞
は
ニ
コ
ヨ
ン
部
隊
が
来
た

と
い
う
ふ
う
な
表
現
を
し
た
り
、

そ
ん
な
の
に
お
茶
一
つ
出
す
必

要
な
い
と
い
う
位
の
冷
遇
を
受

け
た
地
方
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　

自
衛
隊
に
対
す
る
こ
う
し
た

否
定
的
な
報
道
は
、
関
西
の
財

界
人
を
刺
激
し
た
。
関
経
連
の

月
曜
午
餐
会
（
常
任
理
事
会
）

で
こ
の
よ
う
な
報
道
が
話
題
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
関

経
連
会
長
は
阿
部
孝
次
郎
（
東

洋
紡
績
会
長
、
61
年
か
ら
は
第

６
代
関
経
連
会
長
、
第
２
代
大

阪
防
衛
協
会
会
長
）。

◯
関
西
経
済
連
合
会
と
自
衛
隊

　

阿
部
は「
３
８
豪
雪
災
害
派
遣
」

を
め
ぐ
る
自
衛
隊
へ
の
否
定
的
な

報
道
に
対
し
て
、「
そ
ん
な
馬
鹿

な
こ
と
が
あ
る
か
、
自
分
の
と
こ

ろ
の
道
路
を
開
き
に
行
っ
て
い
る

の
に
自
衛
官
が
可
哀
想
で
は
な
い

か
」、「
ひ
と
つ
激
励
し
て
や
ろ
う
」

と
述
べ
た
と
い
う
。
ま
た
、
阿
部

は
当
時
の
様
子
と
心
境
を
次
の
よ

う
に
も
回
想
し
て
い
る
。「
戦
後

は
、
今
の
防
衛
協
会
に
相
当
す
る

よ
う
な
自
衛
隊
を
背
後
か
ら
、
国

民
が
支
援
し
て
く
れ
る
も
の
が
大

阪
に
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に
、
北
陸
の
豪
雪
が
あ
っ
た
の

で
す
が
あ
の
豪
雪
と
い
う
の
は
、

ひ
ど
い
も
の
で
し
て
ね
、
自
衛
隊

の
援
助
で
雪
を
除
け
た
り
、
掘

り
出
し
た
り
、
そ
れ
は
大
変
で
し

た
。
そ
の
後
、
地
震
が
あ
っ
た
り
、

水
害
が
あ
っ
た
り
し
た
際
に
も
自

衛
隊
に
度
々
救
援
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
な
に
し
ろ
戦
後
の
三
十

八
、
九
年
と
い
う
と
、
当
時
は
防

衛
と
か
自
衛
隊
に
対
す
る
支
援
の

動
き
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
昔

の
在
郷
軍
人
会
と
い
う
よ
う
な

も
の
も
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
民

間
の
こ
う
い
う
応
援
団
体
と
い
う

か
、
支
援
団
体
と
い
う
も
の
を
作

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
空

気
が
あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
」
月

曜
午
餐
会
で
は
他
に
も
「
こ
ん
な

非
常
識
な
こ
と
、
人
道
に
反
す
る

よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
て
良
い
も

の
か
、
こ
の
よ
う
な
空
気
が
日
本

の
各
地
に
蔓
延
し
、
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
け
ば
大
変
な
こ
と
に
な

り
、
や
が
て
は
日
本
の
国
は
亡
び

て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
ま
で
主
張
す
る
役
員
も
出
て
き

た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は
自

衛
隊
員
が
あ
ま
り
に
も
気
の
毒
で

可
哀
想
で
は
な
い
か
、
我
々
関
西

財
界
人
の
名
に
お
い
て
自
衛
隊
員

を
慰
問
激
励
し
て
あ
げ
よ
う
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
が
多
数
出
た

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
関
経
連
の
役
員
を
中

心
に
募
金
に
よ
っ
て
自
衛
隊
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
自
衛
隊
支

援
の
た
め
の
募
金
は
当
時
の
関
経

連
業
務
部
長
高
橋
弥
次
郎
の
も
と

で
行
わ
れ
た
。（
以
下
次
号
に
続
く
）

　

特
別
寄
稿　
「
祖
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

元
衆
議
院
議
員
・
防
衛
政
務
室

�

　

西　

村　

真　

悟



令和6年4月1日＜ま も り＞第226号

（３）

“�

天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
”

　

こ
の
句
は
、
今
か
ら
約
百
年
前

（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
に
起

き
た
関
東
大
震
災
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
い
う
思
い
で
、
そ
の
時
代

を
代
表
す
る
物
理
学
者
で
防
災
学

者
の
寺
田
寅
彦
が
残
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
で
は
防
災
の
日
と
し

て
我
々
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
六
年
元
日
に
震

度
７
級
の
能
登
半
島
地
震
が
起
こ

り
、
私
は
二
九
年
前
に
神
戸
や
我

が
住
居
の
あ
る
阪
神
地
区
に
大
災

害
を
も
た
ら
し
た
「
阪
神
淡
路
大

震
災
」
を
自
宅
で
体
験
し
た
こ
と

が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
私
は
そ
の
三
ヶ
月
ほ
ど

前
よ
り
妙
な
胸
騒
ぎ
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
今
ひ
と
つ
楽
し
い
雰
囲

気
に
自
分
自
身
が
入
れ
な
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
近
所
の
鳴な

る
お尾

と
い
う
と
こ
ろ
に
温
泉
が
湧
き

出
し
た
と
町
が
騒
い
で
い
た
の

と
、
十
二
月
に
入
る
と
、
近
く

の
甲
子
園
浜
に
鰯い

わ
し

の
大
群
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
私
も
そ
れ
を
捕

ま
え
に
行
き
ま
し
た
。

▼�

東
日
本
大
震
災
時
に
お
け

る
陸
上
幕
僚
長
の
決
断

　

火
箱
芳
文
氏
は
二
〇
一
一
年
三

月
十
一
日
に
東
北
地
方
を
襲
っ

た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
陸
上

自
衛
隊
幕
僚
長
で
あ
っ
た
。（
中

部
方
面
総
監
か
ら
栄
進
）

　

火
箱
陸
上
幕
僚
長
は
救
助
部

隊
を
一
刻
も
早
く
現
場
に
急
行
さ

せ
る
た
め
、
各
部
隊
に
出
動
を
命

じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
陸
幕
長
に

は
部
隊
を
動
か
す
権
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
東
京
市
ヶ
谷
の
防
衛
庁
の

統
合
幕
僚
長
の
命
令
を
待
っ
て
い

て
は
、助
か
る
命
も
救
え
ま
せ
ん
。

　

災
害
に
遭
っ
た
人
の
生
存
率

は
七
二
時
間
以
内
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
危
機
的
瞬
間
に
は
手

続
き
の
万
全
さ
よ
り
迅
速
・
実
効

性
の
あ
る
行
動
が
勝
る
と
思
っ

た
火
箱
幕
僚
長
は
“
辞
任
覚
悟
”

で
出
動
命
令
を
発
令
し
ま
し
た
。

そ
の
裏
に
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
時
、
左
傾
の
新
聞
や
報
道

各
社
は
、
そ
の
事
実
も
確
認
し

な
い
ま
ま「
救
助
が
遅
い
！
」と
、

「
言
わ
れ
な
き
批
判
」
を
受
け
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

こ
の
頃
は
、
都
道
府
県
知
事
か

ら
の
要
請
が
な
け
れ
ば
部
隊
派

遣
は
か
な
わ
な
い
時
代
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
体
験
を
積
ん
だ

火
箱
氏
が
、
中
央
の
陸
上
自
衛
隊

幕
僚
長
就
任
中
、
東
日
本
大
震
災

が
襲
い
か
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

先
ず
は
、
東
北
方
面
隊
に
指
示

を
出
し
、
応
急
の
処
置
を
し
た

後
、
災
害
非
常
時
と
い
え
ど
も
、

沖
縄
や
尖
閣
を
は
じ
め
と
す
る

南
西
諸
島
の
備
え
を
疎
か
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
南
九

州
・
沖
縄
を
担
当
す
る
第
８
師

団
、
第
15
旅
団
は
現
地
に
留
め
、

対
外
有
事
や
二
次
災
害
（
津
波

な
ど
）
に
備
え
な
が
ら
の
災
害

派
遣
で
す
。
こ
れ
を
火
箱
幕
僚

長
は
防
衛
庁
の
十
一
階
の
会
議

室
か
ら
四
階
の
自
室
に
向
か
う

階
段
を
駆
け
下
り
な
が
ら
考
え

た
と
い
い
ま
す
。（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
地
震
で
止
ま
っ
て
い
た
た
め
）

　

北
海
道
の
北
部
方
面
隊
が
東

北
に
駆
け
つ
け
る
に
は
、
海
を
渡

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
海
上
自
衛

隊
に
輸
送
艦
で
運
ん
で
く
れ
る
よ

う
要
請
し
た
の
で
す
が
、
あ
い
に

く
一
隻
は
海
外
、
二
隻
は
修
理
の

た
め
ド
ッ
ク
入
り
…
…
こ
れ
で
は

七
二
時
間
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　

結
局
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
、

商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
、
太
平
洋

フ
ェ
リ
ー
を
調
達
し
て
部
隊
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

陸
上
で
は
日
本
通
運
の
協
力
も

得
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
部
隊
内
の

兵
站
は
自
分
達
で
賄
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
避
難
者
も
支
援
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

そ
の
数
は
三
十
数
万
人
以
上
。
避

難
者
の
支
援
は
本
来
、
自
衛
隊
の

役
割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
り

出
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

せ
っ
か
く
救
助
し
て
も
、
避

難
所
で
飢
え
た
り
凍
え
た
り
す

る
よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
火
箱
幕
僚
長
は
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
で
「
民
生
支
援
物
資
輸

送
」
の
仕
組
み
を
作
り
、
陸
上

輸
送
は
日
本
通
運
に
避
難
者
向

け
の
物
資
輸
送
を
依
頼
し
、
岩

手
・
宮
城
・
福
島
に
あ
る
同
社

の
倉
庫
を
借
り
、
そ
こ
ま
で
物

資
を
運
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
、

そ
の
先
の
輸
送
は
陸
自
が
担
当

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
通
の

ト
ラ
ッ
ク
に
は
帰
り
の
ガ
ソ
リ
ン

を
現
物
で
渡
し
ま
し
た
。

▼
人
間
性
溢
れ
る
名
取
市
長

　

火
箱
幕
僚
長
は
、
そ
の
時
の

模
様
を
思
い
返
す
と
き
、
感
慨

無
量
で
「
ど
の
部
隊
も
本
当
に

よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
」。
と
、
目
に

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
振
り
返
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
次

の
よ
う
な
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　

隊
員
が
遺
体
を
見
つ
け
る
と
、

先
ず
警
察
官
に
通
報
す
る
。
警

察
官
が
検
死
を
し
て
事
件
性
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
遺
体
安

置
所
に
搬
送
し
ま
す
。
自
衛
隊
員

達
は
、
警
察
官
が
ご
遺
体
に
水
を

掛
け
る
だ
け
で
ま
だ
泥
だ
ら
け
の

ま
ま
検
死
を
済
ま
せ
る
中
、
師
団

長
の
指
示
で
化
学
防
護
隊
が
保
有

す
る
シ
ャ
ワ
ー
セ
ッ
ト
を
使
っ
て

泥
や
ヘ
ド
ロ
を
落
と
し
て
い
ま
し

た
。
遺
体
が
傷
み
始
め
る
と
勢
い

よ
く
シ
ャ
ワ
ー
を
掛
け
る
と
壊
れ

ま
す
の
で
、
水
圧
を
弱
め
、
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
水
を
出
し
な
が
ら
「
お

清
め
」
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
事
態
の
中
で
も
、
警

察
と
一
悶
着
あ
り
ま
し
た
。
熱

心
な
隊
員
達
は
警
察
が
引
き
上

げ
た
後
も
懐
中
電
灯
を
頼
り
に

捜
索
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
最
中
に
一
人
の
ご
遺
体
を
発

見
し
た
の
で
す
。
検
死
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
に
放
置

す
る
の
は
忍
び
な
い
。
そ
こ
で
ご

遺
体
を
移
動
し
て
仮
安
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
警
察
か

ら
、「
何
故
動
か
し
た
の
か
」
と

ク
レ
ー
ム
が
入
っ
た
の
で
す
。
法

律
を
執
行
す
る
上
で
彼
ら
の
主

張
は
正
し
い
。「
お
互
い
協
力
し

合
う
べ
き
立
場
な
の
で
そ
ん
な

こ
と
言
う
な
よ
」
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
が
、
こ
の
時
は
地
元
・

宮
城
県
名
取
市
の
佐
々
木
市
長

（
当
時
）
が
「
逮
捕
す
る
な
ら
私

を
逮
捕
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て

取
り
な
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

素
晴
ら
し
い
人
間
性
を
持
っ
た

市
長
さ
ん
で
す
ね
。

▼
真
心
溢
れ
た
隊
員
達

　

一
つ
の
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
、

そ
の
思
考
行
動
で
そ
の
集
団
の

在
り
方
を
示
す
こ
と
こ
そ
、
そ

の
シ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
（
集
団
の
個

性
）
の
基
礎
を
為
す
と
思
い
ま

す
。
こ
の
東
日
本
大
震
災
の
時

も
、
福
島
県
相
馬
市
で
活
躍
し

て
い
た
第
十
三
旅
団
は
、
先
ず
、

冠
水
し
た
担
当
地
域
の
水
を
抜

き
、
全
て
の
瓦
礫
を
撤
去
し
た

上
で
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を

し
た
の
で
す
。
瓦
礫
が
残
っ
た
状

態
で
は
、
家
族
は
「
そ
の
下
に
埋

ま
っ
て
い
る
か
も
」
と
い
う
懸
念

を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い

故
に
、
綺
麗
に
し
た
状
態
で
捜

索
し
、
そ
の
範
囲
に
行
方
不
明

者
は
い
な
い
こ
と
を
地
元
の
区

長
に
確
認
し
て
貰
っ
た
の
で
す
。

　

ど
ん
な
時
も
、
一
番
難
し
い

の
は
“
撤
収
”
で
す
。
こ
の
第

十
三
旅
団
は
見
事
な
撤
収
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
隊
の
隊
員
は
、
被
害

者
の
心
に
寄
り
添
っ
て
、
自
分
達

の
行
動
規
範
を
示
し
た
と
こ
ろ

に
素
晴
ら
し
い
感
銘
を
地
元
の

皆
さ
ん
に
与
え
た
の
で
す
。
こ
ん

な
純
粋
な
若
者
達
を
多
く
抱
え

る
我
等
が
自
衛
隊
に
我
々
国
民

は
感
謝
と
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
、

心
よ
り
後
押
し
を
し
て
ゆ
く
義

務
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

連
載
エ
ッ
セ
イ

夕
暮
れ
の
街 

そ
の
�

新
渡
戸
稲
造
・
武
士
道
�

M
&
U
ス
ク
ー
ル
学
長　
梅う
め　
谷た
に　
忠た
だ　
洋ひ
ろ

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
・「
お
も
い
で
酒
」
作
曲
家
）

　

年
末
年

始
、「
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
」

と
「
裏
金
」

な
る
言
葉
が
巷
を
賑
わ
し
た
。

一
カ
月
早
け
れ
ば
、
流
行
語
大

賞
候
補
に
な
っ
た
か
も
。

　

私
も
少
額
な
が
ら
「
裏
金
」

に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
不

正
」
で
は
あ
る
が
、原
因
は
「
単

年
度
予
算
」
と
「
予
算
執
行
認

可
品
目
」
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

高
校
時
代
、
私
が
所
属
し

て
い
た
絵
画
部
は
、
他
ク
ラ
ブ

に
比
べ
、
活
動
必
要
経
費
が
多

か
っ
た
。（
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
時

給
が
二
百
円
の
頃
、
高
い
油
絵

具
チ
ュ
ー
ブ
ひ
と
つ
が
八
百
円

だ
っ
た
。）
好
き
に
描
け
ば
良
い

の
で
は
な
く
、複
数
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
部
員
の
作
品
を
出
し
、
校

名
を
高
め
る
。
す
る
と
翌
年
、

後
輩
の
活
動
に
予
算
が
つ
く
。

　

展
覧
会
の
油
絵
は
最
低
で
も

50
号
。
畳
三
分
の
二
く
ら
い
の

大
き
さ
だ
。
制
作
は
も
ち
ろ
ん
、

出
品
料
、
梱
包
発
送
料
も
高
額

で
、
す
べ
て
を
個
人
負
担
に
は

で
き
な
い
。
入
退
部
は
自
由
で
、

予
算
決
定
後
に
部
員
増
の
可
能

性
も
あ
る
。

　

予
算
は
単
年
度
。
余
り
そ
う

な
ら
部
員
が
領
収
書
を
集
め
、

使
え
そ
う
な
も
の
で
カ
ネ
を
表

か
ら
裏
へ
。
翌
年
以
降
の
想
定

外
事
態
に
備
え
た
。

　

生
徒
会
傘
下
の
ク
ラ
ブ
予
算

獲
得
合
戦
は
熾
烈
。
我
が
部
は

二
、三
割
カ
ッ
ト
を
想
定
し
て
、

水
増
し
要
求
し
た
。（
満
額
、
あ

る
い
は
二
割
増
で
認
め
ら
れ
る

の
は
料
理
研
究
部
の
み
だ
。
彼

女
ら
は
ク
ッ
キ
ー
や
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
で
、
生
徒
会
ト
ッ
プ
た
ち

を
接
待
。
そ
れ
を
す
っ
ぱ
抜
き

非
難
し
た
の
は
、
左
系
新
聞
部

だ
！
）

　

ま
た
学
校
イ
ベ
ン
ト
の
バ

ザ
ー
で
出
店
す
る
と
、
利
益
隠

し
。
差
額
は
「
裏
」
へ
。

　

高
校
は
社
会
の
縮
図
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
先
輩
か
ら
悪
知
恵

を
授
か
っ
た
高
校
生
の
半
世
紀

以
上
前
の
所
業
だ
っ
た
が
、
現

代
の
政
治
家
は
領
収
書
を
集
め

る
努
力
も
せ
ず
、
ま
た
万
博
の

予
算
は
無
限
（
と
思
え
る
ほ
ど
）

に
超
過
し
て
も
国
や
財
界
が
許

す
と
い
う
甘
さ
に
は
呆
れ
る
。

か
つ
て
の
高
校
生
以
下
の
マ
イ

ン
ド
だ
。

　

さ
て
90
年
代
の
大
阪
府
立
大

学
で
は
、「
空
出
張
」に
よ
り「
裏

金
」
が
作
ら
れ
た
と
聞
く
。

　

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
、
幹

部
教
授
が
協
力
し
、
公
務
出
張

の
名
目
で
予
算
を
使
う
ふ
り
を

し
て
事
務
局
が
カ
ネ
を
保
管
し

た
。
府
が
予
算
執
行
許
可
し
な

い
品
目
に
使
う
た
め
だ
。

　

例
え
ば
（
笑
っ
て
し
ま
う

が
）
当
時
（
郵
送
料
は
O
K
だ

が
）
民
間
の
宅
配
便
代
は
ア
ウ

ト
だ
っ
た
と
か
。
90
年
代
、
宅

配
は
一
般
化
し
て
い
た
。
府
の

認
可
項
目
が
時
代
遅
れ
だ
っ
た

の
だ
。

　

90
年
代
終
わ
り
頃
、
午
後
３

時
か
ら
９
時
過
ぎ
ま
で
、
休

憩
な
し
に
某
教
授
セ
ク
ハ
ラ
問

題
の
委
員
会
が
続
き
、（
教
員

に
残
業
代
は
な
く
）
私
は
空
腹

で
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。（
事

務
が
肉
う
ど
ん
を
出
前
注
文
し

食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
な

ん
と
か
帰
宅
す
る
パ
ワ
ー
を
得

た
。）
そ
の
代
金
請
求
は
な
し
。

も
し
か
し
た
ら
「
裏
」
か
ら
？

　

さ
ら
に
当
時
の
府
大
で
は

「
品
目
替
え
」
も
。
例
え
ば
理

系
教
員
は
研
究
費
で
電
子
レ
ン

ジ
が
買
え
る
が
、
文
系
は
ダ
メ
。

そ
こ
で
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
請

求
・
領
収
書
を
業
者
に
作
ら
せ
、

電
子
レ
ン
ジ
を
納
入
さ
せ
る
手

口
。
私
の
上
司
な
ど
、
多
量
の

電
球
を
買
っ
た
こ
と
に
し
て
エ

ア
コ
ン
を
研
究
室
に
つ
け
た
。

　

す
で
に
温
暖
化
の
当
時
、
な

ん
と
府
大
の
教
室
、
研
究
室
に

は
、
ま
だ
エ
ア
コ
ン
設
備
が
な

か
っ
た
。
億
単
位
の
研
究
費
を

外
部
か
ら
得
る
理
系
教
員
は
、

実
験
に
温
度
管
理
が
必
要
と
エ

ア
コ
ン
を
買
え
た
の
だ
が
。

　

こ
の
よ
う
な
理
系
教
員
は
億

単
位
の
不
適
切
な
金
銭
操
作
も

し
た
よ
う
で
、
人
望
の
あ
っ
た

苦
労
人
の
事
務
局
長
退
任
の
約

２
年
後
、
人
気
イ
マ
イ
チ
の
エ

リ
ー
ト
事
務
局
長
時
代
に
、
内

部
告
発
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
正

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
隣
室
の

教
授
は
、
電
子
レ
ン
ジ
代
二
万

円
を
大
学
に
返
金
。
理
系
に
お

い
て
は
、
桁
違
い
の
騒
動
。
そ

こ
で
感
じ
た
の
は
、
以
前
か
ら

の
問
題
が
明
る
み
に
出
る
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
揺
ら
い
で
い
る
と
き
、
と
い

う
こ
と
。

　

年
末
か
ら
の
裏
金
、
田
中
角

栄
に
バ
カ
に
さ
れ
そ
う
な
少
額

の
ゴ
タ
ゴ
タ
よ
り
、
そ
ん
な
我

が
国
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
弱
さ
の
ほ
う
が
、
国
防
に

お
い
て
は
、
は
る
か
に
深
刻
な

問
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
女
心
の
防
衛
論　
「
裏
金
」
問
題
憂
国
論

　
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授　

堀ほ
り  

江え  

珠た
ま  

喜き　
　

楯じ
ゅ
ん　　
　
滴て

き

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助

　
　
　
　
そ
し
て
自
立
を
」

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
や
っ
と
解
放
さ

れ
、
今
年
こ
そ
は
と
希
望
に
満
ち

て
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
元
日
に

能
登
半
島
地
震
が
起
こ
り
、
２
日

に
は
羽
田
空
港
で
航
空
機
の
衝
突

事
故
が
発
生
、
３
日
に
は
北
九
州

市
の
大
火
と
新
年
早
々
立
て
続
き

に
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

だ
。
京
都
大
学
の
中
西
輝
政
名
誉

教
授
は
あ
る
雑
誌
で
『
日
本
は
戦

後
最
大
の
危
機
に
直
面
し
た
』
と

題
し
て
「
能
登
半
島
は
日
本
海
を

ま
た
い
で
北
朝
鮮
と
向
き
合
う
い

わ
ば
日
本
に
と
っ
て
は
最
前
線
の

防
衛
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
安
全

保
障
面
に
お
い
て
も
能
登
半
島
が

機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
は
国
家
の

一
大
事
に
直
結
す
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。」「
し
か
し

わ
が
国
を
根
幹
で
支
え
る
人
た
ち

が
い
る
。
そ
れ
は
自
衛
隊
だ
」
と
。

　

自
衛
隊
の
活
動
は
地
震
が
起

こ
っ
て
直
ち
に
非
常
呼
集
に
よ
り
、

２
日
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
揃
い
、
陸
上

自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
を
長
と
す

る
統
合
任
務
部
隊
（
J
T
F
）
が

結
成
さ
れ
、
近
隣
部
隊
か
ら
逐
次

投
入
さ
れ
、
約
１
万
人
規
模
と
な
っ

た
。
人
命
救
助
活
動
、道
路
の
啓
開
、

孤
立
さ
れ
た
集
落
へ
の
人
力
に
よ

る
運
搬
、物
資
の
輸
送
、炊
き
出
し
、

入
浴
支
援
等
。

　

自
衛
隊
本
来
の
任
務
は
、
国
防
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
で
も

昼
夜
を
分
た
ず
日
本
領
土
の
上
空

か
ら
深
海
に
至
る
ま
で
警
戒
監
視

等
寸
分
も
怠
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

か
つ
て
災
害
に
備
え
て
菅
内
閣
が
提

唱
し
た
「
自
分
自
身
の
身
は
自
分
で

守
る
自
助
。
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
協
力
し
て
助
け
合
う
共
助
。
市

町
村
や
県
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊

等
公
共
機
関
に
よ
る
救
助
す
な
わ

ち
公
助
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、
平
素

か
ら
備
え
る
自
立
こ
そ
最
大
の
備
え

で
は
な
い
か
？（
令
和
６
年
４
月
Ｋ
Ｅ
）



令和6年4月1日＜ま も り＞第226号

（４）

〇�

令
和
６
年
は
元
日
か
ら
能
登
半
島

地
震
に
見
舞
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ
危
機
に
加
え
、

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
中
国
の

武
力
行
使
に
よ
る
台
湾
侵
攻
、
尖

閣
諸
島
へ
の
侵
攻
等
世
界
は
益
々

混
迷
の
様
相
を
増
す
ば
か
り
で
す

が
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

〇�

大
阪
防
衛
協
会
は
今
年
創
立
60
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
６
月
13
日
㈭

会
員
総
会
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
出
席
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
大
阪
防
衛
協
会
事
務
局

　

〒
５
４
１
︲
０
０
４
１

　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三

−

五

−一
九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

　
TEL・℻
０
６
ー
６
２
０
２
ー
８
２
８
４

事
務
局
だ
よ
り

行
事
予
定
メ
モ

�

（
令
和
６
年
４
月
～
６
月
）

☆
空
自
一
般
幹
部
候
補
生
入
校
式

　
（
奈
良
）�

４
月
２
日
㈫

□�

有
識
者
懇
談
会
（
つ
つ
じ
を
観

る
会
）�

４
月
20
日
㈯

●
令
和
６
年
度
理
事
会

　
（
大
阪
）�

４
月
22
日
㈪ 

□
大
津
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

�

４
月
27
日
㈯

●
令
和
６
年
度
青
年
部
総
会

　
（
大
阪
）�

５
月
14
日
㈫

□�

第
３
師
団
・
千
僧
駐
屯
地
創
立

記
念
日
（
伊
丹
）�

５
月
19
日
㈰

●
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
総
会

　
（
東
京
）�

５
月
27
日
㈪

☆
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
祭

　
（
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６
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井
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志
）

　

新
入
会
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（
敬
称
略
）

�

令
和
６
年
1
月
～
3
月

�

（　

）
は
推
薦
者
名

 

新
着
任
幹
部

航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
長
兼

奈
良
基
地
司
令�

（
令
和
５
年
12
月
）

�

空
将
補  

岡お
か
も
と本
秀ひ
で
ふ
み史

海
上
自
衛
隊
練
習
艦
隊

歓
迎
行
事

　

令
和
６
年
３
月
18
日
午
前
10
時
、

司
令
官
西
山
高
広
海
将
補
率
い
る
実

習
生
１
９
７
名
（
内
女
性
31
名
）
を

乗
せ
た
練
習
艦
隊
（「
か
し
ま
」「
さ

わ
ぎ
り
」「
う
ら
が
」）
３
隻
は
神
戸

港
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
西
岩
壁
に
そ

の
勇
姿
を
現
し
た
。

　

大
阪
防
衛
協
会
は
歓
迎
行
事
を
協

賛
す
る
と
と
も
に
実
習
生
全
員
に
対

し
記
念
品
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
を
贈
り
、

乗
員
全
員
に
大
阪
名
物「
ど
ら
焼
き
」

を
贈
っ
て
激
励
し
た
。

　

実
習
生
は
３
日
間
の
関
西
に
お
け

る
各
種
研
修
を
終
え
、
21
日
早
朝
、

神
戸
港
か
ら
出
航
し
た
。
練
習
艦
隊

は
約
２
ヶ
月
間
国
内
各
地
を
巡
る
近

海
実
習
訓
練
を
終
え
、
約
５
ヶ
月
間

の
遠
洋
航
海
で
世
界
一
周
す
る
。

日
本
国
遠
洋
練
習
艦
隊
の

武
運
長
久
を
祈
る
！

令和６年度自衛官等採用案内令和６年度自衛官等採用案内
日本の将来を担う若者よ来たれ！日本の将来を担う若者よ来たれ！

幹部候補生

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の者

（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満の者）

【院卒者試験】
20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等（見込含）

7月1日
　～9月5日

①3月1日
　～5月7日
②7月1日
　～9月3日
③10月1日
　～11月28日

①3月1日
　～5月17日
②（陸・空キャリア
　　採用幹部）
　8月1日
　～10月11日

①3月1日
　～5月17日
②（技術空曹）
　9月 20 日
　～11月15日

①1月22日
　～4月11日
②6月1日
　～9月19日

①6月3日
　～10月11日
②12月 2 日
～令和7年1月31日

①4月6日～21日
②9月21日～10月7日
※いずれか1日を指定されます。

①1次：5月17日～26日
　2次：6月15日～30日
②1次：9月14日～22日
　2次：10月12日～27日
③1次：12月7日～12日
　2次：令和7年1月6日～13日
※いずれか1日を指定されます。

①（陸）：6月10日
　（海）：6月17日
　（空）：6月17日～19日
②（陸）：11月1日
　（空）：10月30日～11月1日

①（陸）：6月7日
　（海）：6月14日
　（空）：6月12日～14日
②（空）：12月4日～6日

①1次：4月20日・21日
（4月21日は海・空飛行要員のみ）
　2次：5月24日～30日
　3次：（海・空飛行要員のみ）
　（海）：6月20日～24日
　（空）：7月13日～8月1日
②1次：6月22日
　2次：7月30日～8月5日
③1次：10月5日
　2次：11月8日～11日

①6月21日
②11月15日

①1次：4月20日
　2次：5月24日～5月30日
②1次：6月22日
　2次：7月30日～8月5日

①3月1日
　～4月12日
②4 月 24 日
　～6月13日
③（一般）
　8月26日
　～9月26日

①2月1日
　～6月6日
②7月30日
　～10月24日

9月5日～9日

7月1日
　～10月17日

7月1日
　～10月9日

7月1日
　～10月2日

10月1日
　～11月29日

10月1日～
令和7年1月16日

1次：令和7年1月25日・26日
2次：令和7年2月13日～16日
※いずれか1日を指定されます。

1次：10月12日
2次：11月23日・24日
※いずれか1日を指定されます。

1次：10月19日
2次：12月11日～13日
※いずれか1日を指定されます。

1次：11月2日
2次：11月30日～12月4日
※いずれか1日を指定されます。

1次：9月21日
2次：10月26日・27日　　　　　　

1次：9月16日
2次：10月12日～17日
3次：（海）11月15日～12月11日
　　（空）11月9日～12月12日

9月21日・22日

令和7年1月11日～13日
※いずれか1日を指定されます。

①11月4日
②令和7年2月22日

年間を通じて
行っております。

受付時又は各自衛隊地方協
力本部のホームページにて
お知らせします。　

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者

（薬剤科は20歳以上28歳未満の者）

医師・歯科医師の免許取得者

海：18歳以上23歳未満の者（高卒者
（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））
空：18歳以上24歳未満の者（高卒者

（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））

18歳以上21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

18歳以上52歳未満の者

18歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により年齢上限は53歳未満～55歳未満）

医科・歯科幹部

キャリア採用幹部

20歳以上の者で
国家免許資格取得者等技術曹

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生

防衛大学校
学生

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
　（自衛官候補看護学生）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

予備自衛官補

貸費学生

技　能

技　術

一　般

一　般

一　般

総　合
選　抜

推　薦

歯　科
・

薬剤科

一　般

推　薦

項　　　目 資　　　格 受付期間
（締切日必着） 試験期日

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

大学の理学部、工学部
※1の3・4年次又は大学院（専門職大学
院を除く。）修士課程在学（正規の修業
年限を終わる年の4月1日現在で26歳未
満（大学院修士課程在学者は28歳未満））

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者）

18歳以上21歳未満の者
高卒（見込含）又は高専3年次修了（見込含）
で成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を修め、学校長が推薦できる者

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者）

大卒以上の者で、応募資格に定められ
た学部・専攻学科等を卒業後、2年以上
の業務経験のある者

（令和６年２月現在）

◎細部はお近くの地方協力本部にお問い合わせ下さい。

※１： 学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。
 詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い合わせください。

資格
受付期間

（締切日必着）
試験期日

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の者
(20歳以上22歳未満の者は大卒(見込含)、修士
課程修了者等(見込含)は28歳未満の者)

【院卒者試験】
20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等(見込含)

歯科・薬剤科
専門の大卒(見込含)
20歳以上30歳未満の者
(薬剤科は20歳以上28歳未満の者※1)

①1次：4月20日
　 2次：5月24日～5月30日
②1次：6月22日
　 2次：7月30日～8月5日

医師・歯科医師の免許取得者
①2月1日～6月6日
②7月30日～10月24日

①6月21日
②11月15日

大卒以上の者で、応募資格に定められた学部・
専攻学科等を卒業後、２年以上の業務経験の
ある者

①3月1日～5月17日
②(陸・空キャリア採用幹部)
　 8月1日～10月11日

①(陸)：6月10日
　 (海)：6月17日
   (空)：6月17日～19日
②(陸)：11月1日
   (空)：10月30日～11月1日

20歳以上の者で国家免許資格取得者等
①3月1日～5月17日
②(技術空曹)
　 9月20日～11月15日

①(陸)：6月7日
   (海)：6月14日
   (空)：6月12日～14日
②(空)：12月4日～6日

海：18歳以上23歳未満の者(高卒者(見込含)又
  は高専3年次修了者(見込含))
空：18歳以上24歳未満の者(高卒者(見込含)又
  は高専3年次修了者(見込含))

7月1日～9月5日

1次：9月16日
2次：10月12日～17日
3次：(海)11月15日～12月11日
　　　(空)11月9日～12月12日

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない者)

年間を通じて行っております。
受付時又は各自衛隊地方協力本部のホームページにて
お知らせします。

推　　　薦

18歳以上21歳未満の者
高卒(見込含)又は高専3年次修了(見込含)で成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

9月21日・22日

総合選抜
1次：9月21日
2次：10月26日・27日

一　　　般 7月1日～10月17日
1次：11月2日
2次：11月30日～12月4日
※いずれか１日を指定されます。

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

7月1日～10月9日
1次：10月19日
2次：12月11日～13日
※いずれか１日を指定されます。

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

7月1日～10月2日
1次：10月12日
2次：11月23日・24日
※いずれか１日を指定されます。

推　薦
男子で中卒(見込含)17歳未満の成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者

10月1日～11月29日
令和7年1月11日～13日
※いずれか1日を指定されます。

一　般 男子で中卒(見込含)17歳未満の者 10月1日～令和7年1月16日
1次：令和7年1月25日・26日
2次：令和7年2月13日～16日
※いずれか1日を指定されます。

貸費学生 技　術

大学の理学部、工学部
※５の3・4年次又は大学院(専門職大学院を除
く。)修士課程在学(正規の修業年限を終わる年
の4月1日現在で26歳未満(大学院修士課程在
学者は28歳未満))

①6月3日～10月11日
②12月2日～令和7年1月31日

①11月4日
②令和7月2月22日

一　般 18歳以上52歳未満の者

技　能
18歳以上で国家免許資格等を有する者(資格
により年齢上限は53歳未満～55歳未満)

（令和６年２月現在）

２．※２：採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第2回目以降の試験を実施しません。
３．※３：第1回及び第2回までで採用人員数を満たせた場合、第3回は実施しない場合があります。

４．※４：令和7年3月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和6年9月16日以降に行います。

５．※５：学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い合わせください。
６．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
７．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要領又は自衛官募集ホームページ等で確認してください。
８．その他、詳細については、各採用（募集）要領又は自衛隊地方協力本部で確認してください。（事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣官房秘書課へお問い合わせください。）
９．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

自衛官候補生

9月5日～9日

18歳以上21歳未満の者
(自衛官は23歳未満)
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

①1月22日～4月11日
②6月1日～9月19日

防衛大学校学生

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

①4月6日～21日
②9月21日～10月7日
※いずれか、1日を指定されます。

１．※１：①　学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程(6年制の課程に限る。)を修めて卒業した者(令和7年3月卒業見込みの者を含む。)
　　　　　 ②　外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が①に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定した者
　　　　　 ③　平成18年度から平成29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、4年制薬学課程を修めて卒業し、かつ、学校教育法に基づく大学院に
         　　 おいて薬学の修士又は博士課程を修了した者であって、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより、①に掲げる者と同等以上の学力及
         　　 び技能を有すると認定した者に限ります。

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

予備自衛官補

令和６年度自衛官等採用案内

①1次：4月20日・21日(4月21日は海・空飛行要員のみ)
　 2次：5月24日～30日
   3次：(海・空飛行要員のみ)
   (海)：6月20日～24日
   (空)：7月13日～8月1日
②1次：6月22日
　 2次：7月30日～8月5日
③1次：10月5日
　 2次：11月8日～11日

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない者)

幹　部　候　補　生

一　般
①3月1日～4月12日
②4月24日～6月13日
③(一般)
   8月26日～9月26

項目

医科・歯科幹部

キャリア採用幹部

技　術　曹

航　空　学　生

①3月1日～5月7日
②7月1日～9月3日
③10月1日～11月28日

①1次：5月17日～26日
　 2次：6月15日～30日
②1次：9月14日～22日
　 2次：10月12日～27日
③1次：12月7日～12日
　 2次：令和7年1月6日～13日
※いずれか1日を指定されます。

※２

※２

※３

※４

※２

※２

※４

資格
受付期間

（締切日必着）
試験期日

【大卒程度試験】
22歳以上26歳未満の者
(20歳以上22歳未満の者は大卒(見込含)、修士
課程修了者等(見込含)は28歳未満の者)

【院卒者試験】
20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等(見込含)

歯科・薬剤科
専門の大卒(見込含)
20歳以上30歳未満の者
(薬剤科は20歳以上28歳未満の者※1)

①1次：4月20日
　 2次：5月24日～5月30日
②1次：6月22日
　 2次：7月30日～8月5日

医師・歯科医師の免許取得者
①2月1日～6月6日
②7月30日～10月24日

①6月21日
②11月15日

大卒以上の者で、応募資格に定められた学部・
専攻学科等を卒業後、２年以上の業務経験の
ある者

①3月1日～5月17日
②(陸・空キャリア採用幹部)
　 8月1日～10月11日

①(陸)：6月10日
　 (海)：6月17日
   (空)：6月17日～19日
②(陸)：11月1日
   (空)：10月30日～11月1日

20歳以上の者で国家免許資格取得者等
①3月1日～5月17日
②(技術空曹)
　 9月20日～11月15日

①(陸)：6月7日
   (海)：6月14日
   (空)：6月12日～14日
②(空)：12月4日～6日

海：18歳以上23歳未満の者(高卒者(見込含)又
  は高専3年次修了者(見込含))
空：18歳以上24歳未満の者(高卒者(見込含)又
  は高専3年次修了者(見込含))

7月1日～9月5日

1次：9月16日
2次：10月12日～17日
3次：(海)11月15日～12月11日
　　　(空)11月9日～12月12日

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない者)

年間を通じて行っております。
受付時又は各自衛隊地方協力本部のホームページにて
お知らせします。

推　　　薦

18歳以上21歳未満の者
高卒(見込含)又は高専3年次修了(見込含)で成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

9月21日・22日

総合選抜
1次：9月21日
2次：10月26日・27日

一　　　般 7月1日～10月17日
1次：11月2日
2次：11月30日～12月4日
※いずれか１日を指定されます。

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

7月1日～10月9日
1次：10月19日
2次：12月11日～13日
※いずれか１日を指定されます。

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

7月1日～10月2日
1次：10月12日
2次：11月23日・24日
※いずれか１日を指定されます。

推　薦
男子で中卒(見込含)17歳未満の成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者

10月1日～11月29日
令和7年1月11日～13日
※いずれか1日を指定されます。

一　般 男子で中卒(見込含)17歳未満の者 10月1日～令和7年1月16日
1次：令和7年1月25日・26日
2次：令和7年2月13日～16日
※いずれか1日を指定されます。

貸費学生 技　術

大学の理学部、工学部
※５の3・4年次又は大学院(専門職大学院を除
く。)修士課程在学(正規の修業年限を終わる年
の4月1日現在で26歳未満(大学院修士課程在
学者は28歳未満))

①6月3日～10月11日
②12月2日～令和7年1月31日

①11月4日
②令和7月2月22日

一　般 18歳以上52歳未満の者

技　能
18歳以上で国家免許資格等を有する者(資格
により年齢上限は53歳未満～55歳未満)

（令和６年２月現在）

２．※２：採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第2回目以降の試験を実施しません。
３．※３：第1回及び第2回までで採用人員数を満たせた場合、第3回は実施しない場合があります。

４．※４：令和7年3月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和6年9月16日以降に行います。

５．※５：学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い合わせください。
６．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
７．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要領又は自衛官募集ホームページ等で確認してください。
８．その他、詳細については、各採用（募集）要領又は自衛隊地方協力本部で確認してください。（事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣官房秘書課へお問い合わせください。）
９．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

自衛官候補生

9月5日～9日

18歳以上21歳未満の者
(自衛官は23歳未満)
高卒者(見込含)又は高専3年次修了者(見込含)

①1月22日～4月11日
②6月1日～9月19日

防衛大学校学生

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

①4月6日～21日
②9月21日～10月7日
※いずれか、1日を指定されます。

１．※１：①　学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程(6年制の課程に限る。)を修めて卒業した者(令和7年3月卒業見込みの者を含む。)
　　　　　 ②　外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が①に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定した者
　　　　　 ③　平成18年度から平成29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、4年制薬学課程を修めて卒業し、かつ、学校教育法に基づく大学院に
         　　 おいて薬学の修士又は博士課程を修了した者であって、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより、①に掲げる者と同等以上の学力及
         　　 び技能を有すると認定した者に限ります。

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

予備自衛官補

令和６年度自衛官等採用案内

①1次：4月20日・21日(4月21日は海・空飛行要員のみ)
　 2次：5月24日～30日
   3次：(海・空飛行要員のみ)
   (海)：6月20日～24日
   (空)：7月13日～8月1日
②1次：6月22日
　 2次：7月30日～8月5日
③1次：10月5日
　 2次：11月8日～11日

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に
達していない者)

幹　部　候　補　生

一　般
①3月1日～4月12日
②4月24日～6月13日
③(一般)
   8月26日～9月26

項目

医科・歯科幹部

キャリア採用幹部

技　術　曹

航　空　学　生

①3月1日～5月7日
②7月1日～9月3日
③10月1日～11月28日

①1次：5月17日～26日
　 2次：6月15日～30日
②1次：9月14日～22日
　 2次：10月12日～27日
③1次：12月7日～12日
　 2次：令和7年1月6日～13日
※いずれか1日を指定されます。

※２

※２

※３

※４

※２

※２

※４

〈自衛官募集ホームページ〉〈自衛官募集X（旧ツイッター）〉
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